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1 組織の概要

2 対象範囲

主要取引先

専用機

台数

認証登録範囲 全組織・全活動

環境管理責任者 永山 和典

2形状、粗さ測定器

自動車部品のAT、MT、エンジン部品を主力とする切削加工

ロボット

三次元測定機

46

48

株式会社オティックス　株式会社イナテック　旭鉄工株式会社

資本金

売上高    25.2億円 (2022年9月～2023年8月）

従業員数    71名

   800万円

設　立 1950年4月

事業所名

代表者名

株式会社中村鉄工所

代表取締役　中村 大介

本社工場：愛知県西尾市吉良町瀬戸五本松1-3
所在地

和気工場：愛知県西尾市和気町横49

延床面積(本社工場）    2,228㎡

8

洗浄機

  真円度測定器

主要な設備

1

11

マシニングセンター

ＮC旋盤

機　名

14

   1,800㎡延床面積(和気工場）

2

事業内容

株式会社中村鉄工所 1



3 実施体制

37名 26名 2名 4名 2名

役割・責任・権限

・環境経営方針の決定

・環境管理責任者の任命

・資源（人員・設備・資金等）の提供

・全体の評価の見直し

・環境経営システムを構築・運用・維持

・外部からの苦情の窓口、受付け

・環境経営レポートの作成

・環境関連文書及び記録の作成、管理

・環境経営計画の実施状況の確認

・環境経営方針の理解と環境への取組みの理解、認識

・環境ルールを守り、積極的に環境活動に参加する全従業員

  責任・権限役割・担当者

代表取締役

環境管理責任者

製造部

品質保証部

生産技術・保全部

業務部

部

門

長

・部門の環境経営目標及び環境経営計画の運用管理

本社製造課 和気製造課

品質保証部 

品質保証課

製造部 

代表取締役

環境管理責任者

生産技術・保全部 

生産技術・保全課 

業務部

営業・総務課

株式会社 中村鉄工所 2



4 環境経営方針

【基本理念】

【行動指針】

1

2

3

4

5

6

制定

株式会社中村鉄工所

代表取締役　中村　大介

2021年9月1日

株式会社中村鉄工所は自動車部品の切削加工を通じて従業員の能力並びに生活向上に勤め、

会社の発展と一人ひとりの幸せとの一致を図りながら、21世紀を生き残れる企業を目指しま

す。環境保全を優先に考え、環境整備を整え、『安心と信頼』を頂けるよう素直な心構えと

誠実さで、モノづくりに取り組みます。

環境に関連する法規制要求事項を遵守します。

省エネルギーに努め、二酸化炭素排出量を削減します

環境保全の向上に全従業員が一丸となって取り組みます。

地域社会の一員としての自覚を持ち、環境経営の継続的改善を誓約します。

廃棄ロスの抑制と再生利用に努め廃棄物の排出量を削減します。

節水に努め、水の使用量を削減します。

株式会社中村鉄工所
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5 環境経営目標（中期目標含む）

8 工場周辺清掃奉仕活動

＊電力の排出係数は2021年度中部電力ミライズ（㈱）の調整後排出係数　0.388kgCO2/kWhとした。

不良品の低減

7 不良数 件 7 610 8

回数 年1回以上 年1回以上 年1回以上 年1回以上

1.23 1.22 1.21

社会貢献

5 産業廃棄物　 L 42,900 24.7 42,042 24.2 24.0 23.8

節水

6 水使用量 m3 2,183 1.26 2,139

 廃棄物削減

4 一般廃棄物　 kg 2,820 1.63 2,764 1.59 1.57 1.56

3.99 3.94

3 都市ガス使用量 m3 34,165 19.7 33,482 19.3 19.1 18.9

2 ガソリン使用量 ℓ 7,124 4.11 6,982 4.03

610.2 604.0

1 電気使用量　 kWh 2,578,765 1,487.2 2,527,190 1457.4 1,442.6 1,427.7

対売上比・原単位 ㎏-CO2/百万円 - 629.1 - 616.5

二酸化炭素排出量の削減

CO2総排出量 ㎏-CO2 1,090,885 - 1,069,067 - (1,058,158) (1,047,250)

削減率 ％ - -3% -4%

今までの実績データ等を加味し2021年度を基準に2023年度から2025年度を取組む。各年度は前年9月～8月とする。

2024年度 2025年度

総量 売上高原単位

基準年2021年度

総量 売上高原単位 売上原単位 売上原単位

2023年度

-2%-

取り組み項目 単位

株式会社中村鉄工所 4



6 環境経営計画

・本社工場照明設備の省エネ化

・コンプレッサー負荷率の低減

・休憩時の消灯

・不要照明の消灯

・冷暖房機器使用時間、空調温度適正化

・アイドリングストップ

・急加減速の抑制

・冷房の控えめ使用

・冷暖房機器使用時間、空調温度適正化

・廃棄物分別の徹底

・印刷物のリユース

・切削油使用管理の徹底

取組内容と計画取組項目

2.自動車燃料等による二酸化炭素排出量

の削減

4.一般廃棄物の削減

5.産業廃棄物の削減

担当

全従業員

全従業員

全従業員

製造部

1.電力による二酸化炭素排出量の削減

3.都市ガスによる二酸化炭素排出量の削減
本社工場

従業員

6.節水

・切削油漏れの削減

・バルブ漏れゼロ

・手洗い水量の適正化（ムダの排除）

全従業員

7.不良品の低減

8.社会貢献 ・工場周辺の道路、及び隣接の排水路を清掃する

・製品毎に不良率を算出、対策実施し、不良低減

に努める

製造部

品質保証部

生技・保全部

全従業員

株式会社中村鉄工所 5



7 環境経営目標と結果と評価、並びに次年度の取り組み

評価　　○達成率100％以上（達成）　　×達成率100％未満（未達成）

-

〇

達成率 評価

120.5% 〇

【参考】年度別推移

8 7

目標

総量 売上高原単位

結果

総量 売上高原単位

〇

100% 〇

＊電力の排出係数は2021年度中部電力ミライズ（㈱）の調整後排出係数　0.388kgCO2/kWhとした。

〇

8 社会貢献

工場周辺清掃奉仕活動 回 1回 1回

7 不良品の低減

不良数 件 114.3%

 6 節水

水使用量 m
3 2,139 1.23 2,516 1.00 123.7%

5 産業廃棄物　 L 42,042 24.2 43,600 17.3 140.4% 〇

m3 33,482 19.3 39,863 15.8 122.3%3 都市ガス使用料 〇

 廃棄物削減

4 一般廃棄物　 kg 2,764 1.59 3,340 1.32

〇

2 ガソリン使用量 ℓ 6,982 4.03 6,856 2.72 148.2% 〇

137.9%

CO2総排出量 ㎏-CO2 1,069,067 - 1,128,474 -

1 電気使用量　 kWh 2,527,190 1,457.4 2,645,524 1,048.1 139.0%

-

二酸化炭素排出量の削減

取り組み項目 単位

対売上比・原単位 CO2/百万円 - 616.5 - 447.1

単位

基準年（2021年度） 2022年度

総量 売上高原単位 総量 売上高原単位

2023年度

総量 売上高原単位

対売上比・原単位 CO2/百万円 - 629.1 - 496.3 - 447.1

二酸化炭素排出量の削減

CO2総排出量 ㎏-CO2 1,090,885 - 1,127,088 - 1,128,474 -

1 電気使用量　 kWh 2,578,765 1,487.2 2,643,907 1,164.2 2,645,524 1,048.1

2 ガソリン使用量 ℓ 7,124 4.11 7,638 3.36 6,856 2.72

3 都市ガス使用料 m3 34,165 19.7 38,672 17.0 39,863 15.8

 廃棄物削減

1.26 2,285 1.01 2,516 1.00

4 一般廃棄物　 kg 2,820 1.63 4,140 1.82 3,340 1.32

5 産業廃棄物　 L 42,900 24.7 38,700 17.0 43,600 17.3

製品毎に不良率を算出し

対策を実施

現状を維持する

  8 社会貢献

工場周辺清掃奉仕活動 回 1回 1回 1回

  7 不良品の低減

不良数 件 10 7 7

   6 節水

水使用量 m3 2,183

次年度の取り組み

（2023年9月～2024年8月）

削減活動を維持する

省電力機器の導入

工程見直しによる電力削減

急加減速の抑制

冷暖房機器温度適正化

空調設備の整備

ウェス使用量削減強化

分別の徹底

切削油希釈水量の削減

株式会社中村鉄工所 6



8 環境関連法規の確認及び違反、訴訟の有無

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

2023年 8月 9日確認

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、ありませんでした。

フ

ロ

ン

フロン排出抑制法

（フロン類の使用の

合理化及び管理の適

正化に関する法律）

第16条

判断基準の順守（定期点検）

フロンの簡易点検

第39条 特定製品（業務用エアコン、冷蔵個等）の整備・廃棄時のフロン回収・破壊

第70条 引取証明による回収・破壊の工程の確認

火

災
消防法

第21条の4

火災報知器の設置（工場500㎡以上）

屋内消火栓の設置（工場700㎡以上）

第31条の4 消防用設備等の点検と報告

第10条別表 危険物取扱（少量危険物5分の1以下）

振

動
振動規制法

第5条 特定工場、特定施設を設置している事業所は規制基準を順守

第6条 特定施設（施工令別表第1）の届出

施工例8条 専ら再生利用を目的の収集・運搬業者に委託

騒

音
騒音規制法

第5条 特定工場、特定施設を設置している事業所は規制基準を遵守

第6条 特定施設（施工令別表第1）の届出

廃

棄

物

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律

第15条 保管基準の順守（表示、衛星管理等）

第12条

許可業者に委託（一廃は許可証の確認）

許可業者に委託（産廃は契約）

産業廃棄物管理票交付・返送遅延時の届出

産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出

保守点検 ○

第11条 定期検査 ○

第8～10条

区分
関連法規制等

条項の内容
適合

状況
法規制名 条項

水

質
浄化槽法

第5条 設置または変更時の届出 ○

株式会社中村鉄工所 7



9 代表者による全体の評価と見直し・指示

取組項目別の評価とコメント 環境管理責任者　永山 和典　

1 環境目標とその達成状況 今までの実績データ等を加味し2021年度を基準に取組む。

・ 未達成項目 有 ・ 無

・ 設定に問題 有 ・ 無 （毎月の個別案件ごとの実績値の記録を継続し必要に応じ見直す）

2 環境活動計画の実施状況 3 環境関連法規の見直し・遵守状況

・ 取組に問題 有 ・ 無 ・ 見直し 有 ・ 無

・ 次年度の取組 ・ 遵守状況 良好

代表者による変更の必要性の判断・指示 代表取締役　中村大介

総論

評価結果

1 環境経営システム 有効に機能している ・ 機能していない

2 環境への取組 ・ 一部適切ではない

変更判断・指示

1 環境方針の変更 有 ・ 無 2 環境目標の変更 有 ・ 無

3 活動計画の変更 有 ・ 無 4 環境経営システムの変更 有 ・ 無

コメント

継続的な改善に注力し、必要に応じ臨機応変に対応する。

環境管理責任者への指示

2023/11/28作成

2023/11/10作成

環境経営方針を実現すべく、課題解決に向けた活動を行い目標を概ね達成できました。半導体不足等の悪影響は限定的になりつ

つあるものの、原材料費の高騰や世界的な国情不安を背景にした部品調達の長期化など、今後も厳しい経営環境が懸念されてい

る。このような状況下にあっても、省エネ、CO2削減、廃棄物の再利用・再資源化などの社会的課題を解決する取組みを今後も

継続し、持続可能な循環型社会の実現に貢献していかなければならない。

適切

環境経営方針に基づき環境に対する取組みをおこなってきた、各現場においても環境活動の取組みに対する意識の向

上がみられている。次年度も、さらなる目標に向かって社員一同、全員参加で環境活動に取り組んでください。

継続

　2023年度は、生産量増加によりCO2総排出量は微増したものの、売上高当たりの原単位では対昨年（2022年度）及

び対基準年（2021年度）共に目標達成できた。これは、当社における1/3程度の電力を消費している空気供給設備に

関して、末端でのエア漏れの撲滅や工程内のエアブローの方法を見直すことにより、空気圧縮機の設定圧力を低く出

来た事と、社員の省エネ意識が浸透し、身近な省エネ行動が浸透したことによる結果であると考えます。また、本社

工場の照明機器をLED化し、固定部分の電力の改善が出来ました。今後も展開可能な事柄もあり、継続的に進めてい

きます。また、水の使用量が年々増加しており、生産活動による切削油希釈用途と日常生活用途とで、さらなる工夫

を要すると考えます。そして、非製造設備でCO2排出量の多い空調設備については、夏季の暑さが年々過酷になると

ともに空調機器の負荷も増加しております。機器の維持管理を継続して実施しするとともに、温度管理や容易な遮熱

管理を実施しながら効率よい空調管理をすることでCO2排出の抑制に努めていきたい。

株式会社中村鉄工所 8



本社工場 〒444-0532

　愛知県西尾市吉良町瀬戸五本松1-3

　　(代表)TEL :  0563-35-7011　FAX : 0563-35-1105

　　(製造)TEL :  0563-65-0333　FAX : 0563-35-3305

和気工場 〒445-0025

　愛知県西尾市和気町横49

　　TEL :  0563-65-2588　FAX : 0563-65-2585

株式会社中村鉄工所

URL:https://nakamura-tekko.co.jp/
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